
幼稚園における子育て支援を考える

丹羽さが の * 無 藤 隆村

本研究では、幼誰菌に子どもを通わせている課護者の子育て支援ニーズを探号、地域に

おける子育て支援において幼稚菌が果たすべき役割を見出すことを目的に調査を行ったむ

幼稚圏在題児保護者3119名、幼種匿の地域開放に参加している未就圏見保護者564名へのア

ンケート調査の結果を、子育ての実f吾、子育て仲間、母親の生き方と子育ての 3つの視点、

からまとめ、考察した。子育ての実情については、子育てに伴う悩みは子どもの年齢によ

り異なり、子どもの発達的変化が問題視されることもある。一番身近な梧談相手は配偶者

であり、幼稚題、医師等の専門施設、機関は相談にはあまり利用されていない。子育て仲

間については、子育て仲間は保護者の重要な精神的支えとなっているが、こうした子育て

仲間を持っていない保護者、欲しいのだが作れない保護者がいる口また、子育て仲間との

付き合い方に悩む課護者もいるa 母親の生き方と子育てについては、家事専業の母親は子

育てに対する満足惑は高いが、自分の生き方に対する満足感泣低い。母親たちの半数以上

が将来への不安を惑じている、といった結果が示された。こうした結果から、幼種菌が果

たすべき役割として、①子育て相談(専門的知識の提供・情報発信)②仲間作りの場、保

護者の対人的問題について心理的サポートの提供③母親の自らの生き方への満足度を高め

るという形での間接的な子育て支援、が求められていることが示唆された。

問題と巨的

近年、核家族化や少子化、男女共同参画社会の進行

による働く女性の増加等を背景として、子育てを巡る

状況は、大きく変化しつつあるむ両親との問題世帯が

減少し、近隣との結び、つきも希薄化した結果、夫婦 2

人で子育てを行う家庭が増加した。そうした家庭にお

いては、家事専業の母親は、夫が仕事で外に出ている

関、誰にも頼れず、一人で子どもの世話を背負う可能

性が高い。

これまで、就業している母親と家事専業の母親では、

後者で育児不安が高くなる領向にあることが示されて

きた〈牧野、日83;八重樫と小沼、 2002)。経済企画庁

(現内閣府)が1996年十こ行った謂査では、「青克の自信

がなくなるJr自分のやりたいことができなくてあせ

るJrなんとなくイライラするJといった項目で、家事

専業の母親の方が、就業している母親よりも「あるJ

と呂答する割合が高く、子育て中に感じる不安が大き

いことが示されている。また、同じ吾職者でも、常勤

の母親に比べ、パートタイムの母親の方で育児不安が

高いことが示されている(谷口、 1997)0現在、幼稚匿

に子どもを通わせている母親で、常勤の識に就くもの

は少なく、多くが家事専業、有職の者でも労働時間の

短いパートタイムである。一方、保育所で辻、常勤あ

るいはパートタイムで長時間観きに出るために子ども

を頚げる母親が利用者の多くを占める(ポどンズコー

ポレーション「子育て支援方策に関する調査報告書J、

2001) ことを考えると、保青所の保護者よりも、幼稚

菌の保護者の方に、育児不安が高い者が多く含まれて

いると考えられよう O また、近年、幼推菌辻「子育て

の支援のために地域の人々に施設や機能を開放して、

幼児教育に関する棺談に正、じるなど、地域の幼児教育

のセンターとしての役訴を果たすよう努めることjが

奨励され(幼種冨教育要領、平成13年施行)、自宅にこ

もちきりになりがちな、未就園児の保護者が子どもと

参加できる、地域開放を実施する匿が増えている凸本

研究では、こうした幼稚菌の地域開放に参加している

未就園児の保護者を含めて、幼稚園に子どもを通わせ

ている保護者の子育て支援ニーズを探り、地域におけ

る子育て支援において幼誰圏が果たすべき役割を見出

すことを目的に調査を行った九
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るG
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方法

調査対象

東京都の公立幼稚匿に子どもを通わせる保護者3119

名。それら幼稚菌で、未就露見とその保護者を対象と

する地域開放活動に参加している保護者564名。

調査方法

子育ての悩みや椙談梧手、子育て仲間など、子育て

の現状と、子育て支援に関して幼稚園や地域に期待す

ることなどを尋ねる質問紙を用いたアンケート謂査。

調査時期

平成14年11月から12月。

結果

我が菌では、平成15年に「次世代育成支援対策推進

法Jr少子化社会対策基本法jが交付、施行され、 f子

どもを安心して生み、育てることができる環境を整錆j

し、「子どもを生み、育てる者が真に誇りと喜びを感じ

ることのできる社会を実現jしていくことが、国家的

な課題として掲げられている。親の子育てを社会で支

援するという理念に基づいて、現在、地域ぐるみで子

育てを支援する体制作りが進められている 9 こうした

流れの中、幼雑菌は、その地域子育て支援ネットワー

クの中心として機能することが期待されている G また、

自宅にいながらにして、様々な?青報を入手することが

可能なインターネットは、年々利用者が増加しており、

平成15年には世帯利用率が88.1%にまで達した(総務

省清報通信政策局f平成15年通信利用動向調査J)o こ

の先、家庭教育の有効なツールとしての役割が期待さ

れる G 幼稚圏保護者の子育て支援ニーズを探るため、

まず、彼らが、幼誰菌、地域、インターネットに何を

期待しているのかを見た。

1 幼稚園・地域・インターネットへの期待

出幼稚園に期待すること

f安心して子育てをするためには、幼稚題にどのよう

なことを期待しますかj という間いに対して、期待す

るものにOを、また特に重要だと思うものにはOをつ

ける形で回答してもらった。~を 2 )点、 OをI点、とし

て合計、平均値を計算したところ、得点が高かったの

は「子どもの仲間づくりの場(圏庭開放・遊び場開放・

未就園児の会等)J(平均{直1.26)、f子育てに関する栢

談J(平均値0.56)，r親の仲間づくりの場J(平均値0.49)
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であった。二泣と三位は一位と大きく差がある D 保護

者が幼稚置になによりも期待することは、子どもの仲

間づくりの場としての役割であると考えられよう o

(2) 地域に期待すること

同様に地域に辻何を期待するのかを尋ねた。得点が

高かったのは、「親の仲間づくりの場J(平均値0.76)、

「親が学べる内容J(平均値0.70)、f保護者自身の将来

の仕事や活動に通じる勉強の機会J(平均笹0.68)で

あった。地域は幼稚園と同様に、親子の仲間づくりの

場としての期待があるのと同時に、親自身の学習に関

する期待が、幼種醤より高くもたれている G さらに、

母親の就業状況到に見てみると、これら三つの地域へ

の期待いずれについても、最も得点、が高いのが家事専

業の母親で、最も低いのが常勤の母親であった(表 1)0

家事専業の母親は、常勤の母親よりも、地域に対して

期待をより強く持っていること、またその地域への期

待の中身は、子育てに直接関係することにとどまらず、

広く、自分自身の生き方をよりよくするようなサポー

トであることがわかった。

表 1 地域への期待母親の就業状況期

家事専業

/~ート

常勤

自営

平均値(察準偏差)

謀護者自去の将来の註事や活
窺の仲間作りの場翠が学べる内容

動に通じる魅襲の機会

.79(.68) 

.72 (. 71) 

.44(.56) 

.78(.71) 

.72(.69) 

.67{.70) 

.42 (.55) 

.60 (.65) 

.70(.69) 

.67(.74) 

.42(.60) 

.59(.69) 

(3) インターネットに期待すること

同様に、インターネットに伺を期待するのかを尋ね

たむ得点が高かったのは、「発達や病気に関する?警報j

(平均値0.67)、「保護者自身の将来の仕事に通じる勉

強J(平均檀0.43)であり、自宅にいながら、様々な情

報を集めることができるインターネットは、やはり情

報源としての役割を最も期待されていること、さらに、

将来の仕事に備えた親の学習ツールとしての期待が持

たれていることがわかった。

次に、現在幼稚圏に子どもを通わせている保護者の、

子育てについての考え方、協み、相談桔手、子膏て仲

間との付き合いといった、子育ての現状、そして、母

親の就業状況という子育ての背景事情から、さらに子

育て支援ニーズを探った。



2 現代の子育て一子育ての楢み、棺談相手

(1) 子どもを育てる上で大事にしていること

[お子さんを育てる上で筒をもっとも大事にしてい

ますかj という問いに対する自答を示したのが、 Fig-

ure 1である口最も多く選択されていたのが「信人に思

いやりをもち、やさしい子どもを育てることJ(全体の

63.2%)であり、次に「健康で丈夫な子どもを育てる

ことJ(52.9%) となっている。これらの選択数には、

子どもの年齢によって違いが見られ (Figure2)、「健

京で丈夫な子どもを育てることjは、未就圏見を持つ

保護者でもっとも多く (60.7%)、 3歳、 4歳、 5歳児

の保護者では年齢が上がるにつれ選択数が減少してい

た。「思いやりをもち、やさしい子どもを育てることj

は、 3歳児の課護者でもっとも多かった。

3歳は、幼誰菌に入匿し、同年代の子どもたちとの

伸間関係を作り始める年齢であるため、人間的なやさ

しさを持ち、他者とうまく関係を結べるようになって

誌しいという保護者の願いが表れているものと思われ

る。「生活していく上でのきまりを守ることJr自分で

考え行動する自立心を育てることJといった自律、自

立心に関わる項目は、子どもの年齢が上がるにつれ、

増加する{頃向にあった。子どもを育て始めたとき、何

よりも保護者が望むのは、鑓康で、丈夫に青っていくこ

Figure 1 子どもを育てる上で大事にしていること

(9項白から2つまで選択) (%) 
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とであるが、子どもが大きくなるにつれて、こういう

人間であって廷しい、と顕う気持ちの方が、強く現れ

てくる様子が窺えるo 子どもの年齢に応じて、保護者

の願う、“育って欲しい子ども像"は変化していくもの

と考えられる。

(2) 子育てに喜びを感じるとき

「子育てに喜びを感じますか。それはどんなときです

かjとの問いに対し、最も選択数が多かった答えはf子

どもの成長が惑じられたときJ(64ρ%)、「子どもの笑

顔を見たときJ(54.2%)、「元気に遊んでいる子どもの

姿を見たときJ(40.5%)となっており、全て子どもが

生き生きと生活し、成長する姿を見たとき、惑じたと

き、となっているo他方、「子どもが他の人に褒められ

たときJr子どもがやさしくしてくれたときjといった、

外部的な基準、受動的なものの選択数は少ない〈それ

ぞれ4.9%、19.0%)。保護者は、健全に育つ子どもの

姿そのもの記喜び、を感じていることが分かる D

(3) 子育て満足度

保護者たちは、自分の子育てに、どのくらい満足し

ているのだろうか。「自分の子育てに満足しています

かj と質問したところ、「満足しているJrほほ満足し

Figure 3 子育てに対する溝足度
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Figure 4 子育てに対する満足度(子どもの年齢別)
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ろうか。「子育てを辛いと感じることはありますかjと

いう間いに対する回答は、多い11買に、「たまにあるJ

(35.1%) .-f時々述うるJ(27.1%)、「特にないJ(21.7%)、

「あるJ(13.3%) となっている (Figure6) 0頻度に

差こそあれ、 fあるJとの回答が、全体のほぼ8割を占

めており、みな、子育てを辛いと感じる経験をしてい

ることがわかるa それでは、どんなときに子育てを辛

いと感じるのだろうか。「子育てを辛いと感じるの辻、

どんなときですかj と質問したところ、多かった回答

は[子どもが言うことを聞かないときJ(44.7%λ 「子

どもが病気になったときJ(35.5邦人「自分ひとりで子

育てしていると惑じたときJ(25.4%)、f自分の生活の

リズムを窮されたときJ(20.3%)であった。このうち

最も多かった「子どもが言うことを関かないときjは

3議児保護者で最も多く (52.2%)、 4歳児 5議児保護

者では 3歳児より減少している(4、 5歳児とも

43.2%) (Figure 7)0 この結果は、前述した 3歳児の

発達的特徴に対する保護者の心配が、「辛いjとまで感

じられる体験になってしまっている可能性をうかがわ

ているjの「満足j呂答辻、全体の59.9%、「あまりし

ていなしリ「全く満足していない」の f不講足j回答辻、

40.0%であった(Figure3)。やや満足回答の方が多い

ものの、現在子育てに満足できていない保護者も 4醤

という少なくない割合で存在していることが示され

た。さらに子どもの年齢別に晃てみると、「満足J回答

は、未就匿児保護者の方が幼稚富保護者よりも多く

なっていた。幼稚園に入匿してからの方が、自宅保育

の期間よりも、子育ての満足震は下がることが示され

た (Figure4) 0 

(4) 幼稚園に通わせている子どものことで心配なこと

f幼稚菌に通っているお子さんのことで、何か心配な

ことはありますかjとの関いに対して、 fあるjと答え

たの辻、全体の約 4割 (39.7%)であった。子どもの

年齢別に見てみると、 3歳児の保護者がもっとも多く

(50.0%)、次に 4歳児保護者 (42.6%)、 5議児保護

者 (37.1%) と、子どもの年齢が上がるにつれ、割合

は少なくなっていたG さらに、その心配事の内容は何

かを尋ねたところ (Figure号、全体では、 f食が細い、

好き嫌いが多いjが最も多く (21.5%)、続いて「わが

ままを言ったり反抗したりするJ(19.4%)となってい

た。子どもの年齢別に克てみると、 3歳児の保護者で

選択数が最も多かったのが「わがままを言ったり反抗

したりするJ(26.5%)、4歳見、 5歳克保護者ではf食

が細い、好き嫌いが多い」は歳児:22.0%、5歳児:

21.9%)、と、心配事の内容も、子どもの年齢によって

異なってくることが示された。 3歳というのは、いわ

ゆる第一次反抗期にあたり、子どもの自我が育ち始め、

親とのぶつかり合いも増える時期である O この時期に

表れる自己主張の激しさは、発達上重要な変化である

のだが、保護者の自には、以前に誌なかったわがまま

や反抗と映り、大きな心配事となっている可能性が考

えられるcまた 3歳克の保護者ではJ言葉使いが悪いJ

という回答も他の年齢群より多くなっているが、これ

は子どもの語棄の増大時期と、上記の反抗期が重なっ

て生じている現象だと考えられよう o このように、子

どもが3歳の頃というのは、保護者が子どもの発達的

変化にとまどい、問題を惑じやすい時期だといえるが、

上記の結果からは、そうした心配も、子どもが4歳、

5歳と大きくなっていくにつれ、徐々に減少し、心配

事の内容も、子どものわがままや反抗に関することか

ら、食に関する問題に移っていくことが分かる D

どんなときに子育てを辛いと惑じるのだ

(5) 子育てを辛いと感じるとき

保護者は、
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などJ1医師jといった専門家については、総じて選択

数が低く(それぞれ6.4%、1.5%、0.7%)、専門的な

知識、技術へのアクセスは、保護者にとって気軽なも

のではないことが示唆された (Figure8) 0 

(7) 相談相手がいない人

「子育てについて気軽に椙談できる相手はいますかj

という関いに対して、「いなしリとの回答は全体の2.5%

であり、全体的に見て決して多くはない。しかし、日々

出会う子育ての疑問や鑑み事について話せる相手がお

らず、問題解決ができないままでいることは、養育者

の精神的健康に深刻な結果を及ぼす可能性が高いとも

考えられ、現代の子育てにまつわる問題に関連して、

克逃せないポイントでるる。相談梧手がいない、と自

答した者に、子育ての悩みをどうやって解決している

かを尋ねたところ、「自分で考えたり調べたりするjと

いう巨答が、全体の52.4%であり、半数の人は、自分

で積極的に解決を呂指して努力していることがわかっ

た。一方、 f悩まないようにしているJ1自然に解決す

るのを待つJといった消極的対応も、 14.6%(1悩まな

いようにしているJ)、22.0%(1自然に解決するのを待

つJ)見られたむただし fあきちめている」という、完

全に泊極的な回答は 0%であった。これらの結果かち、

消極的とはいえ、;まじめからあきらめてしまうのでは

なく、皆自分なりになんらかの対処法を持っているも

のと解釈できょう o だが、「解決できないでいるjとい

う、問題を抱えたままでいることを示す回答も14.6%

見られ、懸念される O さらに、上記の相談相手がいな

い入の f自分の子育てに満足していますかj という質

問への巨答を見てみると、 f満足しているJ1ほぽ満足

している」を合わせた「溝足j回答は、 f自分で考えた

り調べたりするj と回答した群でもっとも高かった

(58.9%) 0解決法として二番自に回答の多かったf自

然に解決するのを待つj群では、「満足J自答は23.4%

でJ悩まないようにしているj群では50.0%であった。

これらのことから、消極的対処法でも、悩まないよう

にする、というのは必ずしもネガティプな方法ではな

いことが推察される。だが、「解決できないでいるj群

の「濡足」自答は、 16.7%と最も低く、身近な相談相

手がおらず、子育ての問題が解決できないでいること

が、子育て満足度を下げている可能性が考えられる。

{6} 子育ての梧談相手

前述の結果から、子どもを育てている保護者の中に

は、なんらかの心配事を抱え、子育てに辛さを感じて

いる人が、少なくないことがわかったD 子育てをめぐ

る様々な問題に直面する保護者にとって、相談相手が

いることが、心の安定、安心に非常に重要であること

は、想像に難くない。では実際、どのくらいの人々が

相談相手を持ち、また、どんな入に栢談をしているの

だろうか。1子育てについて気軽に相談できる相手はい

ますかJとの向いに対して、 fいるj と回答したのは、

全体の97.5%にのぼり、ほとんどの保護者が、誰かし

ら相談できる椙手を持っていることが分かつた。次に、

「それは誰ですかj と質問したところ、最も多かった

自答は f配稿者jであり (65.1%)、続いて「同年齢の

子どもを持つ親J(53.7先〉であった。やはり、最も身

近な存在であり、共tこ子どもを育てていくパートナー

である配偶者は、一番の棺談相手なのだろう G また、

幼稚菌等で知り合う同年齢の子どもを持つ親たちは、

抱える悩みの内容も近く、気持ちを共有し合える椙子

であり、お互いに椙談しあう関係ができていくものと

考えちれる。配偶者の選択数について、子どもの年齢

別に見てみると、未就匿児保護者、 3歳児f呆護者、 4

歳克保護者、 5歳児保護者の頼に、増加していた{そ

れぞれ、 61.7%、63.2%、65.5%、66.0%)0一方で、

相談相手として「再窺Jを選択した割合は、未就菌克、

3歳児、 4歳見、 5歳児のJI贋に減少していた(それぞ

れ、 37.2%、34.6%、30.6%、25.6%)0これらの結果

から、子どもの年齢が高くなるにつれ、子育ての棺談

相手として、肉親の中でも配稿者の重要性が増してく

ることが窺える 9

勉方、「幼程匿の先生J1保健所・棺談所・電話相談

せるo

子育ての椙談桔手(子どもの年齢別〉
(%) 

Figure 8 
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(2) 子育て仲間との関係

こうした同年齢の親同士の仲間づきあいは、保護者

にとってどのようなものとなっているのだろうか。 仲

間と付き合う上でのよい点と悪い点、について尋ねた。

「仲間と付き合うことでよいことはありますかj とい

う間いに対し、選択数が多かったのは「ストレスが発

散できるJ(35.5%入「同じ悩みがあることがわかって

共感できるJ(30.3先入「子育ての情報が得られる」

(28.2%)、「子育てで匿っていることの解決策がわか

るJ(24.1%)、「子どもに遊び仲間ができるJ(22.9%) 

であり、上位4位までが保護者自身にとってよいこと

で、特にストレス解浩や悩みの解決など、精神的なメ

リットが大きいことが分かつた。次に、前述した子育

て仲間の違いによって、これちの良い点は異なるのか

どうかを見てみると、「ストレスが発散できるjはf公

菌の仲間」を選択した群で最も多く (39.5%)、次に「幼

稚圏の仲間J(35.5%)、「自分の友だちで子育てをして

いる仲間J(33.8%人fインターネットで知り合った仲

間J(33.3%)となっていた。また f同じ悩みがあるこ

とがわかって共感できるJは、「幼種圏の仲間jを選択

した群で最も多く (30.3%)、次に f自分の友だちで子

育てをしている仲間J(29.9%) となっていた。 r子育

ての情報が得られるjは、 f幼稚菌の仲間j群と fサー

クノレの仲間」群で最も多くなっていた〈ともに30.1%)0 

このように、ストレス発散は公園の仲間、子膏ての脳

みについては幼誰菌の仲間、子育ての情報源としては

幼稚園とサークルの仲間、というように、それぞれの

仲間によって、主に得られるサポートは異なっている

ことが分かる G 各仲間は、それぞれ違った面から保護

者たちの育兎を支える、サポート資源となっている様

(%) 

カユ。

子がうかがえる G

次に、「イ中間と付き合うことで医ることはあります

かjという関いに対する回答を見てみると、最も選択

数が多かった自答は f倍f直観の違う人とどう付き合う

かt諮むJ(32.7%)で、次に、回答数は減るが、「子ど

も同士のトラブルできまずくなるJ(11.8%入門主の子

や親が素晴らしく見えて、自身がなくなるJ(11.5%) 

と続いている D さらに、神間の撞類別に見てみると、

r~酉値観の違う人とどう付き合うか悩むj がどの仲間

の場合でも、菌ることの中でもっとも多く選択されて

おり(幼稚菌の仲間:37.0%、公園の仲間:38.2%、

サークルの仲間:37.7%、自分の友達で子育てをして

いる仲間:35.8%、インターネットで知り合った仲

間:38.1%)、一番の脳みとなっていることがわかっ

そ
の
他

味を持つであろう c どのような相手が子育て仲間とな

り、どのような仲間づきあいが生まれているのだろう

{1} 同年齢の子青て仲間

前述の質問で、気軽に棺談できる桔手として、配偶

者に続いて、「同年齢の子どもを持つ親jが多く選択さ

れていたG こうした、邑分と近い年齢で、子育てをし

ている仲間とは、どのような場所で知り合うのだろう

かor司じくらいの年齢の方で、気軽に話せる子膏ての

仲間がいますかjという開いに対して、 fいるjと答え

た人は、全体の92.4%であり、その棺手で多く選択さ

れていたのは、「幼稚爵の仲間J(76.2%)、「自分の友

だちで子育てをしている仲間J(50.0%)、f隣・近所の

神間J(27.9%)であったa 子どもの年齢別に見てみる

と、「幼稚園の仲間Jは3、 4、 5歳児全てで80%を越

えている。幼稚菌に子どもを通わせていると、保護者

同士が顔を合わせる機会も多く、その中で子育て仲間

が形成されやすいのであろう G 一方、普段自宅で保育

をしている未就菌児保護者においても、幼稚園克保護

者より割合は下がるが、37.5%と、低くない数字となっ

ている (Figure9)0本調査では、未就菌児保護者は、

幼誰菌の地域開放を利用している者が対象となってお

り、幼稚園が、自宅で子育てをしている保護者たちに

とって、子育ての仲間作りの場として機能しているこ

とが窺える。また、未就園児保護者においては、「隣・

近所の仲間」そして「公匿の仲間jの選択数が、幼稚

圏見保護者よりも高くなっており、地域のつながりも

また、邑宅で子育てをしている保護者にとって子育て

を支える大切な仲間関係作りの場となっていると考え

られよう D

同年齢の子育て仲間
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全体的に見ると、仲間と付き合う上でよいことの方

が、国ることの回答数より多く、仲間づきあいにはデ

メリットもあるが、メリットの方がより強く認識され

ていると考えられよう D

(3) 子育て仲間がいない理由

前述の結果から、同年代の子育て仲間は、保護者に

精神的なサポートを与える資源であることが示唆され

たが、こういった子育て仲間を持たない人たちも、全

体の5.3%存在していた。この人たちに、なぜ仲間がい

ないのかを尋ねたところ、仲間は持ちたいのだが持て

ない理由としてJ近くに仲間作りをする場や入がいな

いJ(25.1%)、「仲間に入るきっかけが作れないJ

(20.5%)が多く選択された。また、 f特に必要ないj

と仲間を持つ必要性を認めない回答は、 21.6%見られ

た。子どもの年齢別に見ると「近くに仲間作りの場や

入がいなしリと答えた人は、未就園児を持つ保護者で

もっとも多く (51.7%)、 3歳児や 4歳児で辻非常に少

ない(3歳児:0%、 4歳児:9.3%)。これらの未就菌

克を持つ保護者にとっては、幼誰圏は仲間づくりの場

として機能していないことが考えられる01仲間に入る

きっかけが作れないj人もいて、他者との関係づくり

のスキルが不足している保護者の存在を窺わせる。ま

た、特に仲間を持つ必要を惑じない人も、少数ではあ

るが存在していることが分かつたc

さらに、それぞれの居答を選択した人の、子育て満

足度を見てみるとJ近くに仲間作りをする場や入がい

ないjでは、 f溝足しているj と「ほぽ溝足しているj

を合わせた「満足J回答は40.5%、日中間に入るきっか

けが作れないjでは43.1%、「特に必要ないjでは33.3%

と、むしろ仲間を必要としない入の方が、子膏て満足

震は低いことが分かった。

4 母親の人生と子育て

女性の社会参加が進み、{動きながらの子育てを希望

する人の数も増加しているが、残念ながら現代の社会

Figure 10 母親の就業状況

状況は、仕事と子育ての詞立を容易に行えるまでには

至っていない。また、家事に専業している女性たちに

とっても、子育てをめぐる事'請は決して恵まれたもの

とはなっていない。夫から育克の協力が得られず、同

居の両親もいない核家族の中、一人で子育てを背負っ

ている母親の数は決して少なくないのである G こうし

た母親たちの、子育てに対する満足度、そして自分の

生き方に対する溝足度を見てみた。

(1)母親の就業状況

母親の就業状況を見てみたところ、 Figure10のよ

うな内訳であり、多い顕に「家事専業J(80.1%)、fパー

トJ(8.7%)、「自営J(3.8%)、「常勤J(1.0%)であっ

。
た

(2) 母親の就業状況と子育て満足度

母親の就業状況により、子育てに対する満足度は異

なるのかどうかを見た。その結果、「満足しているjと

fほぽ満是しているjの「溝足j回答が最も多かった

の辻、「常勤」の母親であり (60.0%入続いて f家事

専業J(59.6%)、「パートJ(58.2%)、f自営J(55.9%) 

となっていた (Figure11) 0 

(3) 母親の就業状況と子育てに感じる辛さ

母親の就業状況により、子育てをしていて辛いと感

じる経験辻違うのかどうかを見た。まず、「子育てを辛

Figure 11 母親の就業状況と子育て、溝足度
(%) 
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Figure 12 母親の就業状況と子育てに惑じる辛さ
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いと感じることがありますかj という開いに対する回

答を、就業状況別に晃てみると、「感じることがあるj

と「時々あるjを合わせた「辛いと感じるj自答は、

「家事専業」と「自堂jで多かった(家事専業:42.5%、

自営43.0%)(Figure 12)0次に、辛いと感じる内容で、

最も選択数が多かったものを見てみると、「家事専業j

「パートJr自営jの母親では「子どもが言うことを関

かないときJ(家事専業:45.2%、パート41.2%、自営:

44.6%)、「常勤Jr自営jの母親では f子どもが病気に

なったときJ(常勤:52.0%，自営:44.6%)であった。

二番目に選択数が多かったものを見てみるとJ家事専

業Jrパートjの母親は f常勤jで最も多かった「子ど

もが病気になったときjであったが(家事専業:

3ι8%、パート:39.8%)、「常勤jの母親では「自分

の生活リズムを乱されたときJ(28.0%)となっており、

「常勤jの母親は、他の就業状況の母親と比較して、

自分の仕事に影響が出る場合に、辛いと感じる額向が

あるものと考えられる (Figure13) 0 

同母親の就業状況と生き方への満足度

母親たちは、今の自分の生き方tこどのくらい満足し

ているのだろうかJあなた自身誌現在の自分の生き方

Figure 13 母親の就業状況と子育てを辛いと感じるとき
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Figure 14 母親の就業状況と生き方への満足度

70.0 

60.0 

50.0 

40.0 

30.0 

20.0 

10β 

0.0 

満 {ま あ 全
足 iま ま く
し 満 り 溝

て 足 し 足
L ¥ し て し
る て L ¥ て

な い
る L ¥ な

い

40 

に満足していますかjという関いに対して、「満足して

いるjと呂答したのは全体の10.9%、「ほぽ満足してい

るj泣64.9%、fあまりしていなしリは22.4%、f全く

満足していないjは1.7%であった Q 全体的に見ると、

「講足しているjと fほほ満足しているjを合わせた

「満足J@l答の方が、「あまりしていないJr全く満足

していないjを合わせた「不満足J回答よりも多くなっ

ている O 次に、母親の就業状況によって、自分の生き

方への満足度は異なるのかどうかを見てみた。その結

果、「満足しているjと「ほぽ満足しているJを合わせ

た「満足j巨答は、「パート」の母穎で最も高く (76.0%)、

以下高いJ[震に「常勤J(71. 4%) r自営J(67.7%) r家
事専業J(66.7%)となっていたs この顕位は、前に晃

た子育て満足度とは異なっている O 生き方に関して最

も満足度が高かったのは「パートjの母親でるったが、

「ノ'¥-1--Jの母親の子育て満足度は、「常勤Jr家事専

業jに続いて 3番目である Q また、子育てで二番目に

満足度が高い「家事専業」の母親は、生き方に関して

は4群中最も満足度が低くなっている (Figure14) 0 

(5) 母親の就業形態と、将来への不安

母親たちに、自分の将来について不安を感じている

のかどうか尋ねた。「あなたは、将来の自分の生活に不

安をもつことがありますかj との間いに対する回答を

見てみると、「不安があるj と回答したのは全体の

13.6%、「少しあるjは52.1%、「あまりないjは30.8%，

「全くないJは3.5%であり、「不安があるj と[少し

あるJを合わせた、少しでも「不安があるj群が、全

体の65.7%を占めていることがわかったq 次に、母親

の就業形態別に見てみると、 f不安があるj群の占める

割合が最も高かったのは、 f自営jの母親で70.2%、続

いて fパートJ(69.4%) r家事専業J(64.9%)となっ

ており、最も抵かったのは「常勤jで57.1%であった

(Figure15) 0 

Figure 15 母親の就業状況と将来への不安
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考察

~子育て支援ニーズ f，I5えるサポート資源~

以上の分析結果からは、子どもの成長する姿そのも

のに喜び、を感じつつ、子どもが自分の思うようにはな

らない難しさや、その難しい子育てを一人で背負って

いるという張立感じ踏みながら、日々の子育てに向

かっている保護者たちの姿が浮かび、あがってくる D こ

うした保護者たちに対して、地域、幼稚冨はどのよう

な支援を提供していくことが必要であろうか。以下に

考察していくむ

1 子蕎ての悩みに対して一子育て桓談とz情報発信

子育てにf滋みはっきものではあるが、 3歳児の保護

者が訴える「子どものわがままや反抗jそして「子ど

もがいうことを関かない」辛さなどのように、発達の

専門的知識を持つ者が保護者の相談にのり、適切な知

識を伝えることで、ある程度軽減できるものもある D

幼誰菌は、保護者にとって最も身近な専門家として、

子育ての棺談相手となること、そして、こうした専門

的知識の発信によち力を入れていくことが必要であろ

うO また、「幼稚匿に期待することJへの回答からは、

保護者もそれを期待していることが示されている口だ

が実際には、幼荘園や医師{病院)、保f建所、相談所な

ど、専門的知識や専門的援助技術を持つ地域の施設・

機関は、子育ての相談相手としては、機龍していない

事実が示されたむこうした地域の資源を保護者が活用

できる状況を作るためには、専問機関が、課護者にとっ

てもっと身近なものと認識される必要がある D そのた

めに、知識や技街、サポートの入手方法などについて、

地域の保護者へ専門機関が積極的に情報を発信し、ま

た保護者の情報入手を容易にする配慮、工夫をしてい

くことが肝要だろう G

また、子育ての悩みを椙談する棺手として、配偶者

の重要性は、子どもの成長につれて増していくことが

示された。本調査の回答者の誌とんどを占める母親た

ちにとって、父親は一番の相談相手なのであり、父親

がより積極的に子育てに関与していくことは、母親の

育児負担を軽減する鍵となろう G 幼稚菌は、父親の育

児参加を進め、父親の子ども理解、育克理解を促進す

ることを巨的として、家庭に{動きかけをしていく必要

カまある口

保護者にとって、幼稚園が仲間作りの場となっている

ことが示されたD 幼稚園は、子どもや親の仲間作りの

場となるよう期待が持たれていることが示されたが、

実際に、その機能を果たしているといえよう o 保護者

は、「ストレスが発散できるJf同じ悩みがあることが

わかり共感できるJf子育てで因っていることの解決策

がわかる」と、子育て仲間と付き合うプラス面を認識

しており、子育てに悩みつつ、日々奮醸している者と

して、同じ立場で梧談し合える仲間の存在は、保護者

にとって重要な精神的支えであることがわかった。だ

が、身近に子青て仲間がいない保護者は、踏み事や問

題を誰にも相談できず、解決できないまま抱えこむ辛

さを味わい、強いストレスを感じているものと考えら

れる O 実際、彼らの子育てに対する満足感は非常に低

かった。幼稚菌は、こうした保護者の存在を認識し、

積極的に働きかげていく必要があるだろう c 仲間がい

ない理由として辻、身近に仲間作りの場や人がいない

という巨答以外にも、「仲間に入るきっかけが作れな

いj という、対人的スキルの問題をうかがわせるもの

があった。また仲間がいる場合でも、「子ども同士のト

ラブルで気まずくなるJf地り子や親が素晴らしく患え

て自信がなくなるjなど、付き合い方に脳んでいるこ

とを示す臣答が見られた。今後は、こうした親自身の

対人的問題についての心理的サポートも、仲間作りの

場である幼稚園に求められてくるだろう。

3 母親の生き方と子育ての支援

家事専業で、子育てに専念している母親たちは、子

育てには満足しながらも、自分の生き方に辻満足しき

れない心を抱えていることが示されたむまた、今屈の

調査では、地域とインターネットに対して、「親が学べ

る内容jや「保護者自身の将来の仕事に通じる勉強J

への期待が持たれていることが示された。こういった

背景には、女性のライフスタイルが多様化し、女性に

も社会で活擢できる多くの可能性が関かれたことがあ

ろう口結婚したら家庭に入札子どもを生み育てる、

という生き方は、たくさんある選択鼓のーっとなった。

子育てだけが女性の生き甲斐ではない、という認識が

一般化してきた結果、女性たちは子育てをしつつも、

それだげでは自己実現に十分ではない、と、子育て以

外の何かを求めているように患われる。家事専業の母

親が、子育て以外に自己実現を可能とするものを持つ

ことができれば、生き方への満足度は高くなるだろう D

2 子膏て神間作りの場として それは、間接的な子育てのサポートといえる D また、

保護者の 9割以上が子育て仲間をもち、その多くの 将来への不安を持っている母親が、全体の6.5割を占め
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ていたことから、今はしていないが将来的には仕事を

したい、という希望の背景には、自己実現以外に、経

済的な事情や不安があるものと推測されるc 地域とイ

ンターネットには、親が学べる場、機会を提{共するこ

とで、情報源という直接的な子育てサポート資源とし

てだけでなく、母親の生き方への溝足感を高める、と

いう形での間接的なサポート資源となることが期待さ

れる。なお、パートの母親は、自分の生き方への溝足

度は高いのに対して、子育て満足度が低いという特徴

があった。今国の調査からは、なぜ、こういった傾向が

現れたのかは定かではないが、同じ幼稚冨の家事専業

の母親たちに比べ、子育てに十分な時間をかけられて

いない、との思いがあるのかもしれない。幼稚匿鶴は、

こうした母親たちの悩みや不安の内容を知る努力を

し、子育てに喜びを感じていけるよう、サポートして

いく必要があろう G

4 総括一これからの子育て支援に向けて

幼誰圏に子どもを通わせている保護者の育克支援

ニーズと、幼稚菌が地域の子育て支援において果たす

べき役割ついて考察してきた。今、地域全体に求めら

れるのは、保護者が気軽に専門機関、施設に相談でき

る体制づくり、そして、母親のよりよい生き方全般を、

サポートしていく棒制作りである G 幼稚園には、地域

子育て支援のセンター的存在となることが期待されて

いるが、現在のところ、そうした地域での支援の枠組

みそのものが、まだ形成過程にある D 幼稚園は、日常

的に、直接保護者と接するという特徴を生かして、個々

の保護者に最適な支援を提供していく努力が求められ

る廷か、地域ぐるみの子育て支援のあり方、その中で

の幼稚園の位置づげについて、これからお幼稚菌のあ

り方、存在意義と結びつけて、考えていくことが求め

られよう。
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